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バイクから降りたことはない！ 
 
趣味のバイクは１６歳で免許を取ってか

らずっと乗り続けていて、３０年間一度も

降りたことはありません。 
私にとってバイクの魅力は、何年乗り続

けても純粋に「面白い」と感じるところで

す。５０cc～１３４０cc、ビジネスバイクか

らスパースポーツまで通勤レジャーとさま

ざまな接し方をしてきました。今は忙しく

少ない時間の中でバイク遊びを楽しんでい

ます。休日は趣味で山歩きもしますが、バイクで行くのはまた違った楽しみがあります。

なにしろ短時間で山の懐深く入り込み事ができますから・・・。自然の中に身を置くのは

大好きだし、とても素晴らしい事です。未舗装路でのバイクという乗り物を操る楽しさも

あります。バイクで山に入るというと、自然を壊すという悪いイメージがあるように感じ

ますが、僕たちのバイクに取り付けられているトライアルタイヤは、人が歩くのと変わら

ないくらいのダメージしか地面に与えません。自然を大切にしたいですから・・・。 
バイクが大好きですから、もちろん冬でも走っていますよ。今年で１１年目になります

が、年に１回、気の合う仲間と“雪中キャンプツーリング”に出かけています。まだ辺り

も暗い、朝の４時過ぎに浜松を出発し、一路北を目指します。アイスバーンや雪道に入る

と、立っているのもやっとの状態になることもしばしば。途中、何度も転びながらも行け

るところまで走り、最終的に進めなくなったら、バイクを残し、スノーシューを履いて、

徒歩で山を登ります。目的地は標高２０００m 程の場所で、到着後、キャンプをするので

すが、その場所で見る景色や星空は本当に綺麗です。 
山を降りれば、現地でジビエ料理に舌鼓を打ちます。品質の良いイノシシや鹿肉は、臭

みもなく本当に美味しいですよ。もちろん、自然相手の遊びですから危険なこともありま

す。でも大自然の中、さまざまな状況判断をして道なき道を行くということがこの上なく

楽しいのです。 
 それから、バイク関連のイベントでは「浜名湖２&４スワップミート」というバイク＆車

系のフリーマーケットを主催しています。このイベントは、行政に頼らず、自分と仲間だ

けで企画、運営していて、昨年１２月の開催で７回目を迎えました。オートバイをはじめ

とする浜松のものづくりを伝えるイベントとして開催しています。今では、ものを大事に

しようという僕達の姿勢が伝わって、東は宮城県、西は広島県まで、全国から多くの方が

参加してくれます。 
昨年１２月のイベントでは、約１万人が来てくれました！幅広い年代の人と話すだけで

も楽しいですよ。 
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「バイクに乗って取材」これも仕事の一つ 
 
私は食べることもバイクと同じくらい

好きで、料理人という仕事につきました。

それが講じて、今、ヤマハ発動機さんのホ

ームページ内『食材探しツーリング』とい

うサイトのナビゲーターを務めています。

現在６年目５２話目になります。 
バイクでツーリングをしながら、全国

津々浦々、ときにはフランスなど海外まで

足を伸ばす事もあり、基本食材がメインの

お話です。料理人がナビーゲートする訳で

すからサイトを見た方に食に対する知識や生産者の思いなど何かが伝わるような一歩踏み

込んだ内容を心がけています。仲間のバイク乗りからはうらやましく思われがちですが、

バイクに乗って美味しいものを食べに行く内容から、食材のセレクト、アポ取りまでを行

います。ライダー兼モデル兼ライターですからなかなか大変です。特に毎回原稿には四苦

八苦しています(笑)。でもバイクに乗るのも仕事でお金が頂けるのは幸せな事ですね♪ 
取材で見つけた食材は、紀伊長島の岩ガキや北海道のホワイトアスパラガスなど季節で

登場しますので、ぜひお店でご賞味を！ 
 
元来の“「乗り物」”好き 
 
 写真も趣味の一つです。もともとバイク

旅の記録のために始めた写真、その場所に

行かなければ撮る事が出来ず、その時の気

持ちまでも写し撮る事ができる写真は楽

しいものです。だから、イベントのチラシ

などの写真も自分で探して撮りに行きま

すね。仲間のカメラマンとコラボして浜名

湖・寸座で船を貸し切って、ランチ付きの

船上カメラ教室を企画したこともありま

すよ。 
 他には、乗馬やサーフィンなんかもやりますよ。元来“乗り物”が好きなんですね。 
馬を飼う事には若い頃から憧れがあり、「いつかは」と考えていました。馬の寿命は２０

～３０年なのです。馬にみとられるのは嫌ですから、３年前に「飼おう！」と決意し、実

行に移しました。愛馬は普段は牧場に預けていますが、小屋の掃除はもちろん、身の回り
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の世話はできるだけ自ら行っています。そうすることで馬と気持ちが通じ合えるんです。

良い馬乗り＆馬飼いになって浜名湖の近くにある自宅で馬を飼うのが目標です。 
 昨年は、食育目的の子どもたち対象のアウトドアクッキング教室なども開催しました。

野菜のおいしさのみで満足する感覚を知ってもらう趣向でしたが大変好評でしたよ。 
  
「自分自身に発信」それが一つの意識改革 
 
これからのことですか？ 
存続している仕事遊びも多々ありますの

であれこれはできませんが・・・。今年は

１０年ぶりにオフロードバイクの草レース

に復帰するため練習をしています。それか

ら、全国的な獣害問題、鹿やイノシシが増

えて農作物などの被害は深刻な状況です。

駆除された鹿やイノシシを何とか美味しく

加工し商品するプロジェクトで活動もして

います。 
こんな感じで遊びに仕事にいろいろ忙し

くしている私ですから、「本業のレストラン

も趣味じゃないの？（笑 ）」と勘違いされそうですが、それは私が４０歳を過ぎてからふ

と感じて実践している意識の改革「自分自身に発信」する思いがあるから。外に向けてで

はなく、自分自身に向けて、新しいことにチャレンジしていくことを増やすことによって、

他者と楽しみを共有し、自分自身を高めて行く、料理人は表現者でもありますから当然生

み出す物も変わっていきます。これからの人生、さまざまな物をどう見てどう感じ表現し

ていくか自分自身の変化が楽しみです。 
人生を楽しみたいから、仕事も遊びもそこには垣根は無いのです。 
ともあれ、すべてに感謝、生かされている喜びを感じ忘れないようにしています。 

 

 
 
 


